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１ 本実証事業の「実施目的」と「位置づけ」 

 

 

２ ご参加いただいた企業のプロフィール 
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３ 実施ステップ全体像 
本実証事業の実施ステップは、 

A．実証実験に参加する皆様の計画の共有・確認 

B．実証実験に参加する皆様の抱える現状物流課題の要因分析 

C．実証実験計画を基にした、実証実験の実施 

D．実証実験実施結果の評価、及び課題の洗い出し 

の４ステップにて実施する。それぞれのステップの概観については以下の通りである。 
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４ 実証実験実施計画 
大王製紙様より、以下の実験の計画をご提示いただいた。 
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５ 実証実験実施結果 

５-１ 実証実験実施結果の整理 

 

 

 

５-２ 実証実験時における運行実績 
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５-３ 実証実験前後の受発注情報の流れの変化 

 

 

５-４ 実証実験前後の積込・荷卸作業の変化 
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５-５ 実証実験時の貨物積込荷姿について 

 

 

 

５-６ 荷役作業＆運行実績データ分析結果 
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５-７ 積載率の悪化の深刻度シミュレーション 
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前提条件、及び試算根拠 
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６ 実証実験についてインタビュー結果 
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７ 実証実験成果取りまとめ 

７-１ パレット化について 

本実証実験により、荷役作業時間が大幅に削減されたことなどの結果から、パレット化については 

3 社（大王製紙様、ダイオーロジ様、あらた様）ともに賛成であり、推進していきたいとのお考え。 

 

７-２ パレット化を進めるにあたっての課題 

一方で、想定されていた結果ではあったものの、パレタイズによる積載率の低下が著しいことから、

以下の課題が残る。 

① （大王製紙、ダイオーロジ）積載率の低下に伴う輸送コストの増加 

② （ダイオーロジ）積載低下をカバーするため運行台数を増やした場合に、傭車が困難 

③ （あらた）到着台数の増加により、荷役作業計画、及びバース利用計画の立案が困難 

④ （大王製紙）荷役作業員によるパレットへの積付作業と養生作業が新たに発生 

          ➡実運用においてはパレタイザーの利用にて解消の見込み。 

 

７-３ 課題の解決方針 

T11 型パレットへの統一を見据えつつ、まずはドライバーの荷役負担軽減や積み卸しの時間短縮に

向けて、パレタイズを実現する 

 

STEP 1  同一品目（おむつ・ナプキン等）を取り扱う業界各社にて、協議会等の対話の軸を結

成する。 

STEP 2  標準的な T11 パレットによるパレット化を検討・推進しつつも、おむつ・ナプキン等

取り扱う業界内で積載率を踏まえて、輸送、保管および荷役の作業効率を見据えたうえ

で、最適なパレットサイズの検証を行う。 

STEP 3  業界各社で決定したパレットを標準的に活用する。但し、各社の事業環境に応じて、

パレット標準化に向けて方向性に差異が生じる可能性があるものの業界が一丸となって

包括的に取り組む必要 

STEP 4  消費者の理解を得る活動を通じ、カートンサイズ変更によって、T11 パレットによる

輸送を検討・推進する。 

 

 

７-４ 行政に求める事 

上記施策の推進に向けては、STEP 1 にて「 協議会等の対話の軸を結成」が必要としているが、企

業同士での対話の軸の結成には困難を伴う場合がある。そこで、行政が旗振り役として最初の対話の

テーブルを設置する役割が求められている。 
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８ 実証実験に関わらない物流課題の取りまとめ 

８-１ 「トラック運転者の労働条件等に関するアンケート」実施結果 
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８-２ アンケート分析結果等からの課題の整理 

 

 

 

８-３ インタビュー結果からの課題の整理 
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９ ご参考 

９-１ 大王製紙株式会社よりご提供頂いた実証実験実施風景 
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９-２ トラック運転者の労働条件等に関するアンケート 

９-２-１大王製紙様向け 
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９-２-２あらた様向け 
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９-２-３ダイオーロジスティクス様向け 
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